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岩手県二二戸地域南部の地質

鍔本武久

要警量言

岩手県北端部から青藻県南東部にわたる北上山地北縁には，中新統以上の新生界が連続

して広く分布している.ここには化石を多産するため古くから有名で，多くの研究が行わ

れてきた.また，この地域の中新統は，日本海の抵大に関連する構造運動を，よく反映し

た構造を示していて，その構造を明らかにし，地史的考察を加えることは，日本海の拡大

というイベントに，一つの制約を与えるという重要なことである.そこで，この地域の下

部の地層が模式的に発達する岩手県二戸地域に着目し，この地域の調査を行った.

本地域内の層序については，まず上部白亜系又は古第三系と考えられる折爪層を提唱し

た.また仁左平デイサイトの下位に砕屑岩の存在を確認して，その二つを合わせて仁左平

層とした.この上位には基盤を著しい不整合におおう主に陸成の泥砂礁の互層からなり，

中部に火砕岩を含む四ツ役層がある.その上位に，主にシルト岩からなり，基底部に軟体

動物化石を多量に含む砂岩・礎岩のある門ノ沢層が四ツ役層を整合に覆う.そのまた上位

には，主に砂岩からなり，基底部に砂質醸岩があり，上部に火砕岩のある末ノ松山層が門

ノ沢層を整合に覆う.四ツ役層・門ノ沢層・末ノ松山層の三つを合わせて白鳥川層群と呼

ぶ.

本地域内では，まず東部にNNE-SSW に伸長し，東縁を西傾斜の正断層で区切られるハー

フグラーベンの存在を認めた.その証拠に，四ツ役層は地域の東南部で厚く，西部では薄

く堆積し，東部の基底部に近くの基盤由来の醸岩・角穣岩が多い.また，この地域の地層

は一般に5 "-'10 0 の傾斜を持っているが，四ツ役層中には20"-'30。の傾斜を持つところも

しばしばみられる.しかし門ノ沢層では傾斜はほとんど100 以下であり，また，一戸町楢

山で四ツ役層上部に認められた複向斜構造がそのすぐ近くの門ノ沢層では認められなかっ

たので，門ノ沢層下部では主要な断層運動はおさまっていたと考えられる.

Tsubamoto
タイプライターテキスト
鍔本武久（1996MS）：北上山地北縁部，岩手県二戸地域南部の地質．
　　　　　　　　　　　京都大学理学部地質学鉱物学教室卒業論文，40 pp.
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第 l 図赤線内が本研究地域.
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青線内は辻野 (1996MS) の研究地域.
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多高一一重量t ，まじぜ>，こ

岩手県北端部~青森県南東部にわたる北上山地北縁には，中新統以上の新生界が連続し

て広く分布している.ここには多量の化石を産するため，古くから多くの研究が行われて

きた.また，この地域の中新統は，日本海の拡大に関連する構造運動をよく反映した構造

をしていて，そこを研究することは，日本海の拡大に一つの制限を与える重要なことであ

る.そこで筆者は，この地域の下部の地層が模式的に発達する岩手県二戸地域に着目して

，野外調査を行った.

本研究地域は，特に多量の化石が産出し，地質学上・古生物上多くの研究がある. Otuk 

a (1邸4) は下位より，仁左平デイサイト・四ツ役統・門ノ沢統・末ノ松山統を設け，それ

ぞれ不整合関係にあるとした.早川ほか(1954)は下位より，四ツ役層・門ノ沢層・末ノ松

山層・下斗米層・斗川層なる層序を考え，互いに整合関係にあるとした.また彼らは，門

ノ沢層の主部を麗灰質砂岩だと考えた.

その後，鎮西(195&. b) ・ Chinzei (1鰯)は，上記の人々たちの研究の成果の上に立っ

て，下位より，四ツ役層・門ノ沢層・末ノ松山層・留崎層・舌崎層・久保層・斗川層なる

層序を考えた.そして，四ツ役層~末ノ松山層と留崎層~斗川層とを異なる 2 回の堆積輪

廻に基づく堆積物であるとみなして，白鳥川層群及び三戸層群として区別し，両層群聞に

若干の時間々隙を想定した.また，門ノ沢層の主部はシルト岩であるとし， Otuka(1邸4)

・早川ほか(1954) らが門ノ沢層の主部であるとした凝灰質砂岩の大部分を，上位の末ノ松

山層に編入した.鎮西(195&) の層序区分は，現在もなお利用され，この地域の層序の原

典となっている.

近年においては，放射年代法，徴化石など様々な手法によって，本地場新第三系の時代

・堆積環境・発達史の解明が進められている.例えば，佐俣(1976) は浮遊性有孔虫化石の

研究により，層序・時代の対比を行った.入月・松原(1鈎4)は貝形虫化石群集の解析によ

り，門ノ沢層の堆積環境の垂直変北を明らかにした. Tag細i et al. (1鰯)は仁左平デイ

サイトの放射年代測定を行い，これを第三紀の標準試料にと提唱している.

本地域の下部の四ツ役層は，垂直・水平方向に岩相・層厚の変化が激しく，鍵層が稀な

ことも手伝って，研究者によって四ツ役層中の部層の層序的・分布的な境界が大きく異な

る.そこで筆者は，今回の調査による新たな知見をもとに，調査地域の層序，特に四ツ役

層の層序を再検討し，地質構造を解析して，この地域の構造発達史について議論したいと
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考えている.本研究の調査地域はこの付近の新第三系の全体に比べてほんの狭い一地域に

過ぎないが，本論文が諸賢の自に止まり，日本海の形成・発達史の解明の一助となること

を願っている.

.. 
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多信二二重量 全由升三三と歩也霊童相緊重見

地域の東縁部には，折爪岳〈邸2.2皿)を最高とする，基盤岩類からなる山地がNW-SE 方向

にのび，その西に主に第三系からなる低い丘陵性の山地が広がっている.地域の西部を，

この低い山地を切って馬淵川が北に流れ，両岸に段丘をつくっている.地域の西部にも，

基盤岩類がNW-SE 方向にのびている.西の基盤の列と東の基盤の列との聞に，第三系の構

造盆地があり，門ノ沢構造盆地と呼ばれている (Chinze i. 1966) .門ノ沢構造盆地を縁取

るかのように，白鳥川が南東から北西に，小井田JIIか賢から西に読れ，それぞれ地域の西

部で馬淵川に合読する.白鳥川と小井田川との聞は，標高鍋伽前後の尾根が刷W-ESE 方向

にのびている.白鳥JIIの北東の山地は折爪岳に続いている.二戸市小祝・小峠付近では地

滑り地形が見られる.また，本地域内には，幾つかの平坦面及び段丘がみられる.

本地域内の新第三系の主部は白鳥川層群と呼ばれ，下位より泥岩砂岩礁岩互層・シルト

岩・砂岩を主とする三つの累層があり，最上部及び最下部近くに火砕岩がある.白鳥川層

群の下位には，主にデイサイト質の火砕岩からなる仁左平層がありる.更に下位には，古

第三系ないし上部白亜系と考えられる折爪層か存在する.第 2 図にこの地域の層序を示す

.また，第 3 図にMatsubara(1鈎5a)による，この地域の，これまでの研究者が示す層序の

対比図を示す.

-(,-



~
 

I
 ~
旦
E

司l
I

 
~
 

.
.
w
寸

層
序

I
 D"
lp
p"
l 

R
 

末
ミ
開
砂
岩
部
層

合
川

ノ
安
山
岩
部
層

¥
¥

 
Sgu
 

ー
(K
-A
r)

松
一
一

白|
岩

五
日
町
砂
岩
部
層

。

，鳥
穴
牛
砂
岩
礁
岩
部
層

12
0 

I
 111
 

『
コ

目
リ

辞
四

期
ツ

傾
城
峠
安
山
岩
部
層

(K
-A
r)
 

中
役

?
 

新
層

.
 

世
|
1
8
0
L
人
... 
J
 

日
空
戸j
F更

--
--

.J
2O

.9
~凶

.2
8陥

4)
 

(
K
-
A
r
)
 

叫

2
2.

1\
主1
蜘

(F
T)
 

1
0
8
M
aS

) 



R
 

D
"
I
P
F
 

序
層

1
 5.
1 

M
a
 2)

 

(K
-A
r)
 

。 . Z

@ C O N S コ S
.

Q

合
川
安
山
岩
部
層

五
日
町
砂
岩
部
層

末 ノ 松 山 層
∞ . Z  

15
.9
 M
�
')

 

(K
-A
r)
 

20
.9
包t

ü.
28
Ma

4
)

(K
-
A
r
)

、

2
2

.8
z
1
.
制

(F
T
)
 

1
0
8
M
a5

)
 

?
 

@ C O N S 3 3 3位 。 ]

尻
子
内
シ
ノ
レ
ト
岩
部
層

前 期 中 新 世



，目
的E屠
岩
L~

_
0

生
:
'
r
.
:
ú

祈
jト
石

が沖左
手属島労

足;fi場
ゲ主見i克

~.
::

t:
 

シ
川
岩

;'/
11ト 初
泊
所
涜

~
 

(
注
)

1
 :
上
部
白
亜
系
又
は
古
第
三
系
?

1)
入
月
・
松
原

(1
関
心
に
よ
る
.

2)
村
守
(
l
9
f
f
i
)
に
よ
る
.

ー ゆ l

第
2
m
続
き

3
)
木
村

(1
9f

fi
，

19
00
)
に
よ
る
.

ちf
f
P
J
A

;l
t~

 .
Jr

l7
忌

jr
/)
t.

，活

~J
r)
 T
ag
am
i 
et 

al.
 
(1
鰯
)
に
よ
る
.

、

5)
白l
Uk

i
an
d 

Ti
凶

(1
部

4)
に
よ
る
.



芸
警
の

よ佐
秀賞
定

i伽
(~

~定
凝
灰
積

五
然
主
砲
し
~
中
殺
到

7定

包
め

;
手
紙
日
帰

d
目
軽
減
同

埼
I
 

.
J
,
"
 

t
J
l
 ~
以
後
縦
揺

}~
iI

\居

免
五
穀

第
2
図
続
き

伶
ね
紛
「
工
l

ì長
声叉

免除
!物

噴
め
完
~
三
」

火山
う~
;{
i繁
定

夜、
当友
帰任
めあ
る

給
料
カ
ウ
岩

~n
ト岩
国

jz
h
p

シl
レト

場
会
田
泊
五
，
~環

。

(注
)

1
 :
上
部
白
亜
系
又
は
古
第
三
系
?

1
 )
入
月
・
松
原

(1
鈎

4)
に
よ
る
.

2)
木
村

(1
9f

fi
)
に
よ
る
.

3)
村
守

(1
9f

fi
.

19
ff

i)
に
よ
る
.

~
~
 T
ag
am
i 

et 
al.
 

(1
9箔
)
に
よ
る
.

5)
 O
n
uk
i 
an
d 
Ti 
ba
 

(1
お

4)
に
よ
る

.



nsukamachl Sst. Mem. 

Anal且hI CgI. Sst. Mem. 

Shlkonal SRtstone Mem. 

TaleCgI.S咽・

Nlsalal F. 

円gure

円gure" Strallgraphic comparison between the present and prevloos studles. Two hatched IInes In Yabe (1921), 
Oluka (1934) 自ndH司Y目kawa el a;. (1954) Indlcale lormatlon boundary belween Ihe Kadonosawa and Suenomalsuyama 
Formatlons and the upper IImlt 01 Ihe Suenomalsuyama Formatlon 01 Ihe presenl sludy. . Matsubara(1995a) 

む第 3阻 各司際問の層序対比 t.m.tsubara(1鰯，a)による.

-q-



多再三三重室 長也霊童告吾言命

1.基盤岩類

本地域内の第三系にとっての基盤岩類は，地域の東部及び西部の 2 "Jの山地に， NW-SE 

の方向にのびて分布しており，堆積岩類と，これを貫く深成岩類から構成されている.

北部北上帯に属する堆積岩類は，主にチャート，硬砂岩，粘板岩，千枚岩からなり，石

灰岩質の部分を含み，一般に強く変形している.折爪岳から南方に続くもの，一戸町小滝

付近のもの以外に，一戸駅東方の馬淵川々岸，一戸町平鮒槌に小区域に露出している.

早川ほか(1954)によると，本地域より南方の一戸町馬淵川治岸高民橋付近の石灰岩のレン

ズから，年代決定不能の海百合・腕足類化石が発見されている.

深成岩類は，ハンレイ岩，花闘閃縁岩などからなり，一戸駅西方の茂谷の山地をつくっ

ている.また，一戸町小井田川の茶屋場付近より上読には，深成岩類の転石があり，小倉

岳近くの一戸町林道浪打ー姉帯線の路傍の角礎岩中には，深成岩類の角擦が多量に存在す

ることから，このあたり(小倉岳付近〉に深成岩類の岩体の存在が予想されるが，露頭は

発見されなかった.

J 

2. 折爪層 (Ori ts岨e Forma.tion) 

筆者は二戸市松倉と馬飼沢との聞の沢の奥で，レンガ色を呈した泥岩を発見した.以下

に示すような理由で，これらを新しい累層としてまとめる.

*地層名新称.

*模式地二戸市松倉と馬飼沢との聞の沢の奥.

*分布地域内では模式地のみ.辻野(1叩鵬)によると，本地域北で基盤に近接して数ヶ

所存在するという.また，鎮西(私信)によると，九戸村石神田川上涜付近，八戸自動車

道の折爪トンネルの中で，基盤岩の上位に，水平距離5∞ m(層厚50 m+) にわたって存在す

るという.

*層厚地表で見える限りでは，おそらく 20m以下.

*層序関係基盤との直接の関係は見られなかったが，常に基盤に近接して分布し，後述

の中新統の下位にあるとおもわれる.

*岩相 レンガ色を呈した分級不良な砂質泥岩で，基盤の亜角礁を含む所もある.この泥

岩は，本地域から約 40 回南東にある岩手県下閉伊郡岩泉町の粘土鉱山付近に分布する上

-{o ー



(棚井ほか， 1978) に非常によく似た色をしている(第 4及び

.棚井ほか(978)によると，この赤色岩部層は，広範囲に厚く堆積した疏紋岩質溶

その後長い期間にわたって陸上風化を受けてレンガ色になった.そして，侵

を受け，この赤色岩部層を不整合に覆う形で，古第三系小川層群小松層が堆積した

.小松層基底の粘土岩は，一見すると直下の赤色岩部層と痛税旬で境界を引くことが困難

なほどよく似ている.折爪層はこの小松層に対比できる可能性もある.

*化石未発見.

*時代と対比横道層ないし小松層に対比できて，上部白亜系ないし古第三系と考えられ

る.また，加藤ほか(986)によると，横道層のヲルコンのフイヅショントラック年代は，

71. 2+4. 4Maである.

3. 仁左平層 (Nisatai Formation) 

いわゆる“仁左平デイサイト"と，その下位に存在する砕屑岩を合わせたものを指す.

*地層名 OtukaO邸4) による.

*模式地二戸市沼ノ平から折爪岳へ上る道の露出.

*分布二戸市沼ノ平・天ヶ塚，一戸駅西方の基盤に近接する付近.

*層厚か100mt.

*岩相 主に黒雲母片を多量に含むデイサイト質溶結凝灰岩・溶岩・軽石麗灰岩からなっ

ていて，下部に砕屑岩がある.本地域内では砕屑岩は二戸市沼ノ平の東でー露頭のみ露出

し，次の様な層序がみられた.上より下へ，

1 .デイサイト質溶結凝灰岩(下位層を削っている.)lO m+.

2 .凝灰質細粒砂岩(上部に基盤の中~巨大角礁を含む.)1. 7m.

3 .亜炭の薄層 0.3 m • 

4 .青白灰色泥岩 3 m+. 

4 の下限は不明であるが，地層の傾斜と反対方向に水平距離:50 ~霊隔たった所に基盤が

露出しているので，砕屑岩の部分はそれほど厚くない.

二戸市沼ノ平の東ではデイサイト中に幅1個程の泥岩の砕屑岩脈が見られた.

*層序関係仁左平デイサイトは，層位的位置について問題があった. OtukaO鈎4) ・佐

俣(976) は四ツ役層の下位に，早川ほかo馴)は四ツ役層の比蜘句上部に位置づけた.ま

た，鎮西(1笥8a)・ Chinzei(1966) は末ノ松山層の後期文はそれ以後に，松原099揃)・
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第 4 図.折爪層.基盤の堆積岩の細角擦が入っている.
スケールは一目盛がlmm • 

4 

第 5 図.横道層赤色岩部層
スケールは一目盛がlmm ‘
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Matsubara(l995a)は四議役層の下部に編入した.

本研究では，本層は四ツ役層の下位に存在し，四ツ役層とは不整合の関係にあると考え

る.その根拠は，次の通りである.一戸駅西方で四ツ役層双畑泥岩砂岩穣岩部層が本層に

アパットしているのかe確認された(第 6 図) .松原(19田酪)・也tsubara (19缶a) によると

四ツ役層下部に本層の礁が存在する.四ツ役層傾城安山岩部層の放射制t15.9 也 (木村

, 19あ， 19飴)と仁左平デイサイトの放射年代，20. 鈎 +0.28 Ma. 22. 8 + 1. 0 Ma (Taga 

mi et a1.. 1鈎5) とに比較的大きな差がある.また，基盤とは不整合と考えられる.

*化石未発見.、

*時代 Tag，佃i et a1. (19邸)によると，デイサイトの放射年代は.20.99+0.28 Ma (黒

雲母のK-Ar年代) , 22.8+ 1. 0 Ma (ヲルコンのフィッショントラック年代) . 

4. 白鳥川層群 (Siratorigawa Group) 

鎮西(1958a)の“白鳥川層群"に等しい.

*地層名鎮西(1958a)による.

*模式地二戸市白鳥JIIの川岸一帯.

*層序関係下位から願に，四ツ役層・門ノ沢層・宋ノ松山層と重なる三層をまとめたも

のである.基盤を著しい不整合に覆い，三戸層群〈鎮西， 1958b)に覆われる.白鳥川は地

域の中心部を南東から北西に読れる川で，川に治って上記の各層がよく発達し，化石も豊

富で，各層部層の模式地も多くがここにある.

4 -1.四ツ役層 (Yotsuyaku Formation) 

鎮西(1958a)の“四ツ役層"に等しい.

*地層名清水(191911S)による.

*模式地二戸市四ツ役付近の白鳥川々岸.

*分布本地域内に広く分布し，特に東部の分布が広い.

*層厚 白鳥川上涜で約制 m ，一戸町小井田付近で約100 m .本地域内では南東部で厚

く，北西又は西に行くにつれて薄〈なる.

*層序関係基盤を著しい不整合に覆い，門ノ沢層に整合に覆われる.

*岩相 垂直方向・水平方向に岩相・層厚の変化が激しい，分級不良な泥岩・砂岩・醸岩

の互層で，中部に火砕岩がある.下部に軟体動物化石を産する.下位から順に，松倉泥岩
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第 6 図.仁左平デイサイトと四ツ役層双畑泥岩砂岩礁岩部層との
境界.後者が前者にアパットしている.一戸駅西方の露頭. 

.. 

第 7 図.基盤の堆積岩と四ツ役層松倉泥岩砂岩醸岩部層の角諜岩との
境界.不整合である.小倉岳南西の谷.
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-小祝泥岩泥質砂岩部層・傾城峠安山岩部層・双畑泥岩砂岩礎岩部層に分け

ιL 松倉泥岩砂岩礁岩部層(Matsukura Mudstone. Sandstone and 

の“小祝泥岩砂岩醸岩部層"から，上部の軟体動物化石を含む暗灰色泥岩

、たものを指す.

松原(1993MS) による.

二戸市松倉・白鳥繋閣の白鳥川々岸.

二戸市天ヶ塚付近から，本地域の東部を基盤に沿って南方にのびる.

小祝泥岩泥質砂岩部層を含めて，か180 m • 

:層序関係基盤を著しい不整合に覆い(第 7 図) ，時に基盤と断層で接し，上部は小祝

握岩泥質砂岩部層と指交し，傾城峠安山岩部層に一部整合，一部不整合的に覆われる.凝

灰質砂岩・安山岩の礁を含むことから，本地域南方では傾城峠安山岩部層の火山活動が既

に始まっていて，そこでは傾城峠安山岩部層と同時異相の関係にあると推定される.

*岩相主に泥石・砂岩・礁岩の互層からなり，所にまってその量比が異なる.時に木炭

や亜炭の毒層を挟む(第 8 図) .基底部には一般に醸岩・角醸岩・亜角諜岩がみられる.

小祝握岩泥質砂岩部層より上位の部分は醸岩は殆どない.

模式地では，青緑色砂質泥岩・砂岩に始まり，小祝泥岩泥質砂岩部層を挟んで，その直

下付近は約50。で急傾斜している.下部には亜炭の薄層を数枚挟み，基盤に断層で接して

いる.

模式地の東方，二戸市小峠付近は，基底部に角醸岩・亜角諜岩がみられ，その上位に主

に砂質泥岩・砂岩があるが，地層の走向・傾斜がぱらついていて，基盤と第三系との聞で

地すべりをおこしているものと思われる.一戸町沼山の東では，本部層に珪化木や葉の化

石を含む.二戸制、視・天ヶ塚では，小祝泥岩泥質砂岩部層に接する部分に角操岩が見ら

れる.小倉岳近くの一戸町林道浪打ー姉帯線近くの沢では，本部層の醸岩・角榛岩と基盤

との不整合面が見られた.

*化石鎮西(195&) によると，植物化石 Metas，何回ia sp. J F，岬βcf. mneγicanaなど

を産出する.また，貝類の殻や印象化石を少量含む.
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第 8 図.四ツ役層松倉泥岩砂岩礁岩部層の泥岩.真ん中の黒い層は
亜炭の薄層.二戸市小祝の沢.

第 9 図.四ツ役層小祝泥岩泥質砂岩部層.軟体動物化石が密集している.
二戸市小視の沢.
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4-1-2. 小祝泥岩泥質砂岩部層 (Koiwai Mudstone and Muddy Sandstone Member) 

OtukaO邸4) の“Koiwai Shell BedsØ にほぼ当たる，軟体動物化石を含む暗灰色泥岩及

び泥質砂岩の部分である.

*地層名 ot uka (934) による.

*模式地二戸市松倉・白鳥繋聞の白鳥川々岸.

*分布二戸市天ヶ塚付近から，本地域東部に分布する.

*層厚か45 凪

*層序関係松倉泥岩砂岩醸岩部層の上部と指交し，上位に松倉据岩砂岩醸岩部層が存在

する部分と，直接傾城峠安山岩部層に一部整合，一部不整合的に覆われる部分とがある.

*岩相軟質な暗灰色泥岩・泥質砂岩で，軟体動物化石を含み，しばしば軟体動物化石が

密集する(第 9 図) . 

模式地，二戸市天ヶ塚・小祝付近では上位に松倉泥岩砂岩礁岩部層が存在し，二戸市松

倉・一戸町沼山閣の尾根付近では傾城峠安山岩部層に直接覆われる.

二戸市天ヶ塚付近では諜，粗粒砂粒文は角礁を多く含む.

*化石 Chinzei 09邸)によると，軟体動物化石 Katelysia nakamurai. Ce�idula 

jim加t11I.Il， V i ca'ηeHa otukai. BatiHaria yam.an.ariﾍ. Nassaγiu.s simizui などを産出

する.

4-1-3. 傾城峠安山岩部層 (Keiseitoge Andesite Member) 

鎮西0958a)の“傾域峠安山岩及び火砕岩部層"に等しい.

*地層名早川ほか(954) による.

*模式地一戸町傾城峠付近一帯(早川ほかo缶4)指定，地域外) . 

*分布二戸市四ツ役を中心とする白鳥川中・上流一帯~二戸市松倉・一戸町沼山聞の尾

根付近，一戸町茶屋場付近.

*層厚か180 m • 

*層序関係松倉泥岩砂岩諜岩部層・小祝泥岩泥質砂岩部層を中・北部で整合，南東部で

不整合的に覆い，双畑泥岩砂岩礁岩部層に一部整合，一部不整合的に覆われ，指交する部

分もある. *岩相 安山岩質凝灰角諜岩(第10図)・火山礁藁灰岩，軽石凝灰岩と，それ

と指交する安山岩質醸岩，凝灰質泥岩・砂岩からなる.

安山岩は角閃石複輝石安山岩(鎮西， 1958a)で，本地域南東部は醸質な部分が多く，北
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第10図.四ツ役層傾域峠安山岩部層の凝灰角醸岩.
二戸市白鳥の白鳥川のほとり.

第11図.四ツ役層傾城峠安山岩部層中にある珪化木.
一戸町野磯鶏の根反111 (地域外) . 

-{~-



方に行くにつれて細粒な部分が多くなる.本地域より南の一戸町根反川上読付近では，直

立樹幹が根を張ったまま珪化して保存されたものが所々みられる(第11図)が，本地域内

では殆どみられない.これらから，堆積当時，本地域内では南東部が陸側で北部が海側だ

ったことが推定できる.

*化石鎮西(1958a)によると，植物化石 α糟toniPhyllUll. NtlIJ1II/1IUIl, Met邸'equoia

j oPcmica, FI崎山 sp. などを産出する.

*時代木村(19，筋. 19筋)によると，安山岩のK-Ar年代は15. 鋤である.

4-1-4. 双畑泥岩砂岩礁岩部層 (Sugohata Mudstone. Sandstone and 

Conglm配rate Member) 

鎮西(1958a)の“双畑泥岩砂岩蝶岩互層"に等しい.

*地層名鎮西(1958a)による.

*模式地一戸町双畑・来田閣の小井田川々岸一帯.

*分布 白鳥川中上流一帯，小井田111-帯のほか，馬淵川，一戸町八木沢に分布する.

*層厚 40 m+四160 皿.模式地で約1切 E二戸市館付近で約130 凪一戸町小井田付近で約

1∞ E模式地付近で厚く，西方・北方に行くにつれで薄くなる.

*層序関係領域峠安山岩部層を南東部で不整合，中・北部で整合的に覆い，中・北部で

は指交する部分もある.一戸町馬淵川付近では基盤を直接不整合に覆う.門ノ沢層に整合

的に覆われる.

*岩相 灰褐・暗灰褐・青・青緑色をした，泥岩・砂岩・礎岩の不規則な互層(第12図)

からなる.醸岩は基盤・安山岩の穣からなり，模式地付近では中~大藤が多いが，白鳥川

中上涜一帯では殆ど細礁のみである.

東北本線鳥越トンネル付近の馬淵川では本部層が約加。の傾斜をもち，一戸側では地層

が逆転して約60・の傾斜になっている.末ノ松山層合川安山岩部層の貫入に伴う押し上げ

を被っているものと考えられる.

一戸町の馬淵川で本部層が基盤に接する付近には，近接する基盤岩と同じ礁からなる角

醸岩が見られる.

*化石鎮西(1958a)によると，植物化石 Liquidambeγ !OTIIIOSa:n.a， Aceγcf. 

suh゙icttl1l4 Miscan.thus sp. などを産出する.
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第12図.四ツ役層双畑泥岩砂岩礁岩部層の泥岩・砂岩・中藤岩の互層.
一戸町楢山の小井田川.

第13図.四ツ役層と門ノ沢層の境界，

二戸市舘の白鳥川.
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4 -2. 門ノ沢層 (Kadonosawa Formation) 

鎮西(1958a)の“門ノ沢層"に等しい.

*地層名清水(1919MS) による.

*模式地二戸市門ノ沢を中心とする白鳥川下涜一帯.

*分布主に本地域内中央にV字型に分布し，一戸町小井田川下・中流の南，馬淵川にも

みられる.

*層厚 15町120 凪本地域内では北西部で厚く，南東に行くにつれて薄くなる.

*層序関係 四ツ役層を整合的に覆い，末ノ松山層に整合，一部不整合的に覆われる.

*岩相主に暗灰~膏灰色塊状のシルト岩からなり，凝灰岩の薄層を多く挟み，全体的に

遅灰質である.上部は砂質である.基底部には軟体動物化石が密集する中粒砂岩・磯岩が

あり，その化石群は門ノ沢動物群(Otu協. 1934) の模式とされている.下位から順に，舘

砂岩礁岩部層・尻子内シルト岩部層に分けられる.

4-2- 1.舘砂岩礁岩部層 (Tate Sandstone and Conglomerate Member) 

鎮西(1958a)の“館砂岩礁岩部層"に等しい.

*地層名 Otuka (1934) による. '" 

*模式地二戸市舘の南の白鳥m々底.

*分布 門ノ沢層の基底部にあって，馬淵川付近を除いて一般にどこでもよく見られる.

*層厚 O阿部凪模式地付近で約6 凪二戸市白鳥・一戸町双畑閣の山地付近より東では急

撤に厚くなり， 20-30 m の厚さになる.

*層序関係 門ノ沢層の基底穣岩・砂岩で，四ツ役層を整合的に覆い，尻子内シルト岩部

層に整合に覆われる.

*岩相主に灰~青~青緑色の中粒砂岩・醸岩で，軟体動物化石が密集する(第14図) , 

非常に特徴的な岩相をしている.最上部付近に，特徴的なOstγ'ea gravitesta その他の軟

体動物化石が密集する層がある所が多い.この化石群がいわゆる門ノ沢動物群と呼ばれて

いるもので、ある.

最下部には諜岩があることが多く，その下底に怯一般に明らかな凹凸面があるが(第13

図) ，下位の四ツ役層を大きく削ったり斜交したりすることはない.

*化石 Chinzei (1966) によると，軟体動物化石印'fIlLS nakomu.rai. Pitar yabei. 

DiMα1anta ferruginat a, Dosinia nL珊urai. Ostrea gravitesta, Ta�es siratoγiensis. 
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第14図.門ノ沢層舘砂岩礁岩部層.軟体動物化石が密集している.
一戸町双畑の南の沢.

第15図.門ノ沢層尻子内シルト岩部層.
二戸市尻子内の白鳥川.
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Chlamys nisataiensis,.Anadara ninohensis, Vicaη'eHa otukai, Pol inices 

meise7臼is， Bat i llaria :vaman.ari i など多数産出する.

(-2-2. 尻子内シルト岩部層 (Sirikonai Siltstone Member) 

鎮西0958&)の“尻子内シルト岩部層"と“鍵取細砂・シルト岩部層"とを合わせたも

のに等しい.

*地層名 Otuka(934) による.

*模式地二戸市鍵取~尻子内付近の白鳥JII々岸一帯.

*分布主に本地域内中央にV字型に分布し，一戸町小井田川下・中読の南，馬淵川にも

みられる.

*層厚 5-120 凪本地域内では北西部で厚く，南東に行くにつれて薄〈なる.一戸町双畑

の南の沢では，本部層か宵東に行くにつれて薄くなっていくのがよく見られる.

*層序関係 門ノ沢層の主部をなし，舘砂岩礁岩部層を整合に覆い，末ノ松山層に整合，

一部不整合的に覆われる.

*岩相主に暗灰~青灰色塊状のシルト岩からなり，風化面は灰白~白色.全体的に軽石

粒を多く含み，しばしば凝灰岩の薄層を挟む(第15図J .上部は砂質で，シルト質極細粒

~細粒砂岩の部分が多くなり，シルトパイプが見られる.二戸市館付近では下部に暗灰~

黒色の粘土岩がある.軟体動物化石かヲ折々に点在し，上部に多い.

東北本線鳥越トンネル付近の馬淵川では，双畑泥岩砂岩醸岩部層と同様に，末ノ;松山層

合川安山岩部層の貫入に伴う押し上げで，二戸側で約的。，一戸側で約加。の傾斜を示し

ている.ここでは館砂岩蝶岩部層は認識できず，双畑泥岩砂岩礁岩部層を直接整合に覆っ

ている.また，一戸側では合川安山岩部層の凝灰角諜岩に大きく削られている部分も見ら

れる.

一戸町楢山区域付近では化石は少なく，上部は，シルトパイプの見られる所が多く，か

なり砂質になり，上に重なる末ノ松山層五日町砂岩部層と見分けが付きにくい所が多い.

*化石 Chinzei (966) によると，軟体動物化石 Schizasteγ lac回目sus， POYt landia 

阪叫anosau.旭回目is， SoleJ即a toktmagai, TUTTiteHa kadm回S血'IOEI店is， Maoα阻 oþtiva，

Pat inc脚cten kimγ'ai ， 加DlÙlTa (JJIicula, CulteHus izz皿沼nsis， 肱語iolus difficilis 

，腕lCUlana nid.atoγiensis などを産出する.
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4 -3. 末ノ松山層 (Suenm臨tsuyama Formation) 

鎮西(l958a)の“末ノ松山層"に等しい.

*地層名清水(1919MS) による.

*模式地二戸市・一戸町閣の末ノ松山浪打峠北斜面一帯.

*分布本地域内中・西部付近に，広く分布する.

*層厚 200 m+. 

*層序関係 門ノ沢層を整合，一部不整合的に覆う.本地域内では上限は見られないが，

本地域の北西で，三戸層群に多くの場所で整合的に重なる(鎮西， 1958b ) • 

*岩相主に凝灰質中粒砂岩からなり，上部には，中部以下を貫いた安山岩を火砕岩とし

て挟む.基底部には，軟体動物化石が密集する組粒砂岩・磯岩があり，最上部にも，軟体

動物化石が密集する粗粒砂岩がある.下位から順に，穴牛砂岩礁岩部層・五日町砂岩部層

.合川安山岩部層・米沢砂岩部層に分けられる.

4-3- 1.穴牛砂岩礁岩部層(加ausi Sandstone and Conglomerate Member) 

鎮西(l958a)の“穴牛砂岩礁岩部層"に等しい.

*地層名 Otuka (1934) による.

*模式地二戸市穴牛の西，白鳥川と猫淵川との合流点付近.

*分布模式地付近~二戸市白鳥の南付近のほか，一戸町に数ヶ所見られる.

*層厚 0-8 乱

*層序関係末ノ松山層の基底醸岩・醸質砂岩で，門ノ沢層を整合に覆い，五日町砂岩部

層に整合に覆われる.

*岩相 主に粗粒砂岩~細粒諜岩からなり，火砕物質・貝殻片などを多量に含む(第16図

) .保存の良い二枚貝化石を多産し，貝殻片が密集して貝殻砂岩になる所もある.

模式地付近では化石を多量に含んだ青灰~暗灰色細粒喋岩で，礁は主に基盤の粘板岩・

チャートの亜角細礁からなり，少量の安山岩片などを含む.基質は凝灰質粗粒砂岩である

.産出化石にはホタテ貝が多い.層厚 5-8 m. 

一戸町小井田111の北方で見られるものは，層厚 2-4 皿の醸質粗粒砂岩で，貝殻の細片を

多量に含む.

一戸町双畑の南では，基盤及び安山岩の中礁からなる層厚 0.4-7 mの醸岩で，員殻片は

殆ど見られない.

ースチー



第16図.末ノ松山層穴牛砂岩傑岩部層.貝殻片，軟体動物化石が密集.している.
二戸市穴牛の穴牛橋のたもと.

第17図.末ノ松山層五日町砂岩部層.
二戸市五日町の白鳥JIIの農.
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*化石 Chinzei (1錦町によると，軟体動物化石 Patinp仰cten ninohensis, P. 

llilllU:γ'ai ， ChlOll(Vs cosibensis, C. 刷oγmι Lim.a goliath， 刷iol凶 difficil is, 

Protothaca tatei凶i などを産出する.

4 -3 -2. 五日町砂岩部層 Ots時細chi Sandstone Member) 

鎮西(195&) の“五日町凝灰質砂岩部層"に等しい.

*地層名 Otuka(1部4) による.

*模式地二戸市五日町岩谷橋付近の白鳥川々岸.

*分布本地域内中・西部付近に，広く分布する.

*層厚羽田←140 m.二戸市馬仙峡付近で厚い.

*層序関係末ノ松山層の主部をなし，穴牛砂岩醸岩部層を整合に覆い，門ノ沢層を整合

に覆い，一告匹不整合的に覆う.合川安山岩部層に貫かれ，整合，一部不整合的に覆われ，

米沢砂岩部層に整合に覆われる.

*岩相 主に塊状の青灰色凝灰質中粒砂岩からなり，風化面では黄褐~灰白色などを呈す

る〈第17図) .概して均質であるが，部分的に細粒になり，シルト岩を挟む所もある.下

部には鎮西(195&) が“村松凝灰岩部層"と呼んだ，笹石粒と安山岩の小粒がクロスラミ

ナを呈した援灰岩がレンズ状に挟まれる.軟体動物化石が点在し，シルトパイプを多く含

む所や，長板状にのびた硬質砂岩がある所もある.

模式地付近では硬質砂岩がよく見られ，末ノ松山付近から二戸市馬仙峡の大崖にかけて

はシルトパイプが非常に多く，頭部をそろえて層理面に垂直に立ち，層状に密集する.

一戸町双畑@南の尾根付近では，本部層中部或いは基底部に当たる軽石援灰岩があり，

凝灰質中粒砂岩が青緑色泥岩・細粒諜岩と互層する部分があって，模式地とは岩相が変わ

って来る.

*化石 Chinzei (1舗16) によると，軟体動物化石 PatiJゆecten llilllU:γ'ai， 肱ñiolus

diffici l is, Pm闘aya simot明ensis などを産出する.

4 -3 -3. 合川安山岩部層 (Aikawa Andesite Member) 

鎮西095&) の“合川安山岩及び火砕岩部層"に等しい.

*地層名 Otuka(1邸4) による.

*模式地一戸町合川付近の馬淵川々岸.
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*分布模式地付近を噴出の中心として，二戸市馬仙峡~浪打峠付近に分布する.

*層厚火砕岩の部分でか120 凪模式地，二戸市馬仙峡付近で厚く，周辺に向かって薄く

なる.

*層序関係下位の各層を貫き，それらを著しく不整合的に覆う部分があり，五日町砂岩

部層を整合に覆って，米沢砂岩部層に整合に覆われる.

*岩相 安山岩体・自;破砕溶岩・火山角醸岩・凝灰角礎岩・火山礎凝灰岩・軽石凝灰岩な

どからなる.安山岩は複輝石安山岩(鎮西， 19583.)である.火砕岩の部分は，下部に軽石

凝灰岩があり，上部に凝灰角喋岩がある部分が多い.

二戸市馬仙峡の大崩崖(第18図)では，五日町砂岩部層の上位に約20m厚の軽石凝灰岩

があり，それを約80m厚の火山角礎岩が大きく削り込んでいる.

一戸町の鳥越観音では，本部層の厚い凝灰角穣岩が見られる.

浪打峠付近では，五日町砂岩部層の上位に約8mの軽石凝灰岩， 15向'25m(立の凝灰角醸岩・

火山醸凝灰岩・凝灰質砂岩の互層が重なり，その上位に米沢砂岩部層のクロスラミナを呈

した粗粒砂岩~細粒醸岩が重なる.

二戸市平の南では，本部層は厚さ約1 m の火山醸凝灰岩になっている.

東北本線鳥越トンネル付近の馬淵川では，本部層の貫入によって押し上げられた四ツ役

層双畑泥岩砂岩醸岩部層・門ノ沢層がみられ，本部層の凝灰角醸岩が門1沢層を大きく削

り込んでいるのも観察できる.

*化石鎮西(1邸8a)によると，軟体動物化石 Pat i7ゆecten. kimu.rai を産出する.

4-3-4. 米沢砂岩部層(Maisawa Sandstone Member) 

鎮西(1958a)の“米沢火山岩質砂岩部層押に等しい.

*地層名 Otuka (1934) による.

*模式地二戸市米沢付近の馬淵川々岸(地域外，鎮西(19583.)に従う. ) 

*分布本地域内では，末ノ松山浪打峠付近から，そこから東に続く尾根の頂部に分布す

るが，露出は少ない.

*層厚本地域内では上限は不明だが，最厚110 m+あるものと思われる.

*層序関係末ノ松山層の最上部を占めて，合川安山岩部層・五日町砂岩部層を整合に覆

つ.

*岩相 主に火山岩粒からなる斜交層理の著しい青白灰色の中~組粒砂岩で，貝殻片・ウ
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第18図.末ノ;松山層合JII安山岩部層の火砕岩.軽石凝灰岩を背IJって上に火山角醸岩
がある.二戸市馬仙械の大崩崖.
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ニの刺・軟体動物化石を含む.

末ノ松山浪打峠に露出する本部層は，軽石粒及び火山岩粒からなる斜交層理を呈する組

粒砂岩で， “浪打峠の交文層"として古くから有名である(第19図) . 

一戸町平船の北では，本部層の基盤の細穣・貝殻片を多量に含む粗粒砂岩が，五日 l町砂

岩部層を整合に覆っているのが見られる.その上位には，軽石と青白灰色の火山岩片や火

山擦とが斜交層理を呈する部分があり，軟体動物化石を含んでいる.

二戸市平の南では，本部層の下部は誕灰質中~組粒砂岩で，五日町砂岩部層と区別がつ

きにくいが，両層の間に合川安山岩部層の火山礁凝灰岩があるので区別できる.

*化石 Chinzei (1舗6) によると，軟体動物化石 Pati7lO.仰cten kintaichiensis, P. 

ki1lllγai， Chla即's cosibensis, LilllQ. gol iath, 腕足動物化石帥tothyγis grayi , 

Terebγatalia i加盟iensis などを産出する.

... 
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第19図.末ノ松山層米沢砂岩部層の斜交層理を呈する組粒砂岩.
“浪打峠の交叉層"として有名なものである.
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多高~重量 全也霊童牟毒示室

基盤は，本地域の東部と西部にNW-SE の方向にのびて，馬淵川両側に分布し，白鳥川層

群の主部はその聞を埋めて緩い盆地構造をっくりつつ，東南東から西北西に向かって順に

上位が重なっている. また，鎮西(1958a)によると，上位の三戸層群は，本地域の北西

で10。内外の傾斜をもち，西に内側を向けた緩やかな弧を描いて広がり，白鳥川層群のつ

くる盆地構造と斜交する.

摺曲構造

二戸市門ノ沢の白鳥川で波曲性の小摺曲構造が見られた.また，一戸町楢山の小井田111

に，南北方向の軸を持つ向斜ー背斜一向斜がある.

1.二戸市門ノ沢の白鳥川では， NE-SW 方向で南西に緩くピッチする軸をもったー背斜

一向斜があり，約2∞ m の波長を持っている.翼の傾斜はか100 の非常に緩やかな波曲を

している.

2. 一戸町楢山の小井田川では，南北方向の軸を持つ， 5 。程の非常に緩やかな向斜ー

背斜一向斜があり，複向斜の構造をしている.これを楢山複向斜と名付ける.小井田川で

はこの辺りで，四ツ役層双畑泥岩砂岩礁岩部層の最上部が見え，ここから上疏及び下流に

行くにつれて下部が見えてくる.ここから西の基盤までの距離は，ここから東の傾域峠安

山岩が露出する所までの距離より短く，双畑泥岩砂岩礁岩部層は西で薄く，東で厚いこと

が一目でわかる.

断層

本地域内では四ツ役層及び門ノ沢層中に幾つかの小断層が認められた.また，地域内に

数本の断層を推定した.

1.本地域西方の一戸町相ノ山の沢では，基盤と尻子内シルト岩部層との聞に， N 31 。

E 北西落ちの正断層がみられた.断層ガウヲには，擦痕や断層角穣がガウヲ中を動いた時

につくった溝が見られる.この断層を相ノ山断層と名付ける.

2. 一戸町八木沢の北の馬淵川では，基盤の露出と門ノ沢層の露出との聞に，四ツ役層

双畑泥岩砂岩礁岩部層のものと恩われる，礎種が近くの基盤由来の角醸岩があり，また，

相ノ山断層の延長上付近にあることから， NE-SW 方向の断層を推定した.この断層を八木

沢断層と名付ける.これは，辻野(1関側S)による高場一沼ノ平線 (TNL) につながる可
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能性がある.

3. 二戸市沼ノ平の奥~天ヶ塚~小祝にかけて，地層の分布状態からNW-SE 方向，北東

上がりの断層を推定した.これは北方に， Otuka(1邸4) の小林断層につながる(辻野， 19 

9倒S) • 

4. 一戸町沼山から南東方向にも，地層の分布状態からNW-SE 方向，北東上がりの断層

を推定した.この断層を，聞に接曲帯を挟んで，小林断層とつなげる.

5. 二戸市松倉では，基盤の堆積岩と四ツ役層松倉泥岩砂岩礁岩部層の泥岩とが断層で

接しているのが見られた.

6. 本地域の東には，基盤中を通り，附I-SSにのびる，南方の葛巻構造線につながるの

ではないかと言われる，折爪断層がある (Chinzei. 1966) .辻野(19鑓MS)によると，折爪

断層は現在においては逆断層だと言う.本地域東端の基盤の高まりは，この断層によるも

のである.

捷曲

本地域内には幾つかの接曲帯がある.

1.二戸市馬仙峡では，末ノ松山層合川安山岩部層の押し上げにより，四ツ役層双畑泥

岩砂岩礁岩部層と門ノ沢層の下部が， 印刷印。に傾斜している.

2. 二戸市境ノ沢~白鳥付近の白鳥mでは，四ツ役層双畑泥岩砂岩礁岩部層と傾城峠安

山岩部層の上部が 20剛，30・程に傾斜し，問-sw 方向の捷曲帯をなしている.周りは100 あ

るか無いかであるから，これくらいでも，この地域では捧曲帯とみなせる.この接曲帯を

境ノ沢捷曲帯と名付ける.

3. 二戸市小祝~一戸町沼山付近にかけては， 笥同50。程の傾斜をもち，北西と南東に

推定した断層をつなぐ.この擦曲帯を白鳥繋揚曲帯と名付ける.

地層の逆転

一戸町川原田平の馬淵川では，地層が逆転している.下位の側に末ノ松山層合川安山岩

部層が貫入しており，その貫入時の押し上げにより，四ツ役層双畑泥岩砂岩礁岩部層と門

ノ沢層の下部が，地層が逆転している.

地質構造図を第20図に示す.
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多再三玉童書E 辛脅え量主要詮主童5た

本地域の構造発達史を簡単に述べると，まず，本地域の東部で，西傾斜の正断層ができ

て， NNW-SSE 方向，即ち折爪断層に平行にのびるハーフグラーベンが形成された.このグ

ラーベンは四ツ役層によって埋積された.断層運動の主要部は，門ノ沢層下部の堆積時に

は終了したらしい.

まず，本地域の東部で，西傾斜の正断層ができて，附W-SSE 方向にのびるハーフグラー

ベンが形成されたと考える理由は，

1.本地域の東部には，四ツ役層最下部の松倉泥岩砂岩礁岩部層がN剛一SSE 方向にのび

て広がっており，基盤の近傍に角諜岩を伴うことが多い.

2. 本地域の西部では，双畑泥岩砂岩礁岩部層が直接基盤を覆っていて，また，末ノ松

山層合川安山岩部層による押し上げでも，傾城峠安山岩部層以下の地層は見られない.つ

まり，四ツ役層は，本地域の東部で厚く，約4∞ m を堆積させ，西部で薄く， 4 分の1 の

約1∞ m になる.

の二つを挙げる.

断層運動の主要部は，門ノ沢層下部の堆積時には終了したと考える理由は，

1.四ツ役層中には幾つかの槙曲帯があり，断層を推定できる所もあるが，門ノ沢層は

合川安山岩部層による押し上げ以外は100 以下で傾斜している所が殆どである.

2. 楢山複向斜は門ノ沢層の中部以上では見られない.

3. 門ノ沢層舘砂岩礁岩部層は四ツ役層と同じ様に東又は南東で厚く，西文は北西で薄

いが，門ノ沢層の主部の民子内シルト岩部層は，北西で厚く，南東で薄い.

の三つを挙げる.

また，領域峠安山岩部層，双畑泥岩砂岩礁岩部層は概して南東で粗粒岩，北西で細粒岩

が多く，傾城峠安山岩部層は，本地域より甫では直立した樹幹が根をはったまま珪化して

いるのがしばしば見られるが，北方の本地域では殆ど見られない.そして，傾城峠安山岩

部層，双畑泥岩砂岩礁岩部層は，下位の地層を南東部で不整針句，北西部で整合的に重な

る.尻子内シルト岩部層は，北西で厚く，南東で薄い.これらの事から，当時，南東が陸

側で，北西が海側だった事がわかる.

これらなどのことから，本地域の構造発達史を次のように考える.
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1.四ツ役層松倉泥岩砂岩礁岩部層堆積時:本地域の東部で西傾斜の正断層ができて，

剛W-SSE 方向に平行にのびるハーフグラーベンが形成された.主に陸成の泥岩・砂岩・醸

岩の互層が堆積し，断層近傍では角醸岩が堆積した.

2. 四ツ役層小祝泥岩泥質砂岩部層堆積時:この時期，海進がおこり，海棲の軟体動物

化石を多量に含む暗灰色の泥岩・泥質砂岩が堆積した.

3. 四ツ役層傾城峠安山岩部層堆積時:このときいったん海退が起こり，本地域の南東

の陸側から北西の海側に向かって火砕岩類が供給され，下位の地層を陸側で不整合的，海

側で整合的に覆って堆積した.

4. 四ツ役層双畑泥岩砂岩礁岩部層堆積時:陸成の泥岩・砂岩・榛岩の互層が本地域内

に広く堆積し，西部にも堆積を始めた.傾城峠安山岩部層を，陸側の南東部で不整合的，

海側の北西部で整合的に覆い，南西部では，直接基盤を不整合に覆った.

5. 門ノ沢層舘砂岩礁岩部層堆積時:海進がおこり，亜熱帯性の軟体動物化石を多量に

含む砂岩・礁岩が，陸側の南東部で厚く，海側の北西部で薄く堆積した.このころには，

断層運動の主要部はほぼ終了した.

6. 門ノ沢層尻子内シルト岩部層堆積時:さらに海進がおこり，このころに存在してい

た起伏を埋めるように，主にシルト岩が，陸側の南東部で薄く，海側の北西部で厚く堆積

した.堆積の後期には，シルトに砂が混じり込んだ.

7. 末ノ松山層穴牛砂岩礁岩部層堆積時:門ノ沢層堆積後，若干の時間々隙，海退があ

り，軟体動物化石を多量に含む砂岩・醸岩が薄く堆積した.

8. 末ノ松山層五日町砂岩部層堆積時:再び少し海進が起こり，主に塊状誕灰質中粒砂

岩が堆積した.

9. 末ノ松山層合川安山岩部層堆積時:一戸町合川付近を中心に安山岩が噴出し，五日

町砂岩部層以下の各層を貫き，押し上げ，火砕岩を堆積させた.

10. 末ノ松山層米沢砂岩部層堆積時:主に，合川安山岩部層の安山岩粒からなるクロス

ラミナを呈した中~粗粒砂岩が堆積した.
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多毎プミ重量 まと担うと4汁差是ロコ言果是重

( 1 )本地域内の層序については，まず折爪層を提唱した.また，仁左平デイサイトの

下位に砕屑岩の存在を確認し，デイサイト質火砕岩とその下位の砕屑岩を合わせて仁左平

層と定義する.仁左平層の上位に，基盤岩類を著しい不整合に覆い，主に泥岩・砂岩・諜

岩の互層で，中部に火砕岩のある四ツ役層がある.四ツ役層の上位に，四ツ役層を整合に

覆い，主にシルト岩からなり，基底部に砂岩・醸岩のある門ノ沢層がある.門ノ沢層の上

位に，門ノ沢層を整合に覆い，主に砂岩からなり，基底部に砂岩・磯岩があり，上部に火

砕岩のある末ノ松山層がある.

四ツ役層・門ノ沢層・末ノ松山層の三層を合わせて白鳥川層群と呼ぶ.

(2) 本地域は，新第三系が東部と西部との基盤の列の聞に，緩い盆地構造をつくって

いる.また，四ツ役層堆積時に，附W-SSE 方向に伸長し，東縁を西傾斜の正断層で区切ら

れるハーフグラーベンの存在を認め，門ノ沢層堆積時には，そのハーフグラーベンをつく

る構造運動の主要部は終わって，北西から海が入り込んで，その時期にあった起伏を埋め

ていることを認める.

(3) 本地域内の構造発達史を考察すると，日本海のリフティングの始まりと同時期に

本地域の東部で，西傾斜の正断層ができて，附W-SSE 方向にのびるハーフグラーベンが形

成された.それを埋めるように，四ツ役層が，基底部に角磯岩を伴って，東部で厚く，西

部で薄く堆積した.その後，海進が起こり，門ノ沢層がその時期にあった起伏を埋めるよ

うにして，北西部で厚く，南東部で薄く堆積した.また，門ノ沢層下部の堆積時には，ハ

ーフグラーベンをつくる構造運動の主要部はほぼ終わった.そして，少し海退が起こり，

末ノ松山層下部が堆積した.その後，末ノ松山層上部の安山岩の噴出が起きて下位の層を

押し上げ，火砕岩，その岩片の集積した砂岩が堆積した.

従来の研究では，門ノ沢層以上に関しては多数・多様の研究がなされてきて，徐々に解

明されつつあるが，四ツ役層に関しては，まだまだ研究が少なし特に本地域より南方の

四ツ役層の主要な分布域のものについては，公表された資料に乏しい.今後，四ツ役層が

さらに研究されることを期待したい.

また，筆者が発見した折爪層が，横道層或いは小松層に対比できるかどうかは，詳しい

研究をしていないので，はっきりしたことは言えない.この点に関しても，詳しい研究が
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訪主 舌辛

本研究を進めるにあたり，多くの方々のお世話になった.山路敦先生には，テーマの設

定から，野外調査，データの解析，本論文の作成に至るまで終始ご指導いただいた.鎮西

清高先生には，論文の別刷をいただいただけでなく，地質図を見ていただき，ご議論・ご

教授していただいた.写真撮影においては，前田晴良先生，平島崇男先生にお世話になっ

た.岩石薄片成作においては，吉田金三氏，堤久雄氏にお世話になった.田上高広先生に

は論文の別刷をいただき，ご議論していただいた.同組の辻野匠氏，東北大学大学院理学

研究科の松原尚志氏には，野外・室内においてご議論・ご教授していただいた.地質学鉱

物学教室の奈良正和氏，尾崎淳氏，三島稔明氏には，図表作成を手伝っていただいた.ま

た，地質学鉱物学教室の先生方，院生の方々， 4 回生の方々には，ゼミや談話などにおい

て多くの有益なご批評・ご指導をいただいた.図書の閲覧に際しては那須たみ子氏に，教

室の利用などに際しては地質学鉱物学教室の職員の皆さんにお世話になった.二戸市堀野

の菊池人見氏には，現地で何かと便宜を図っていただいた.二戸市福岡の田口下宿の皆さ

んには，宿泊と食事のお世話をしていただいた.二戸市市役所，一戸町教育委員会，九戸

村村役場では調査に必要な地図を提供していただいた.経験も知識も乏しい筆者が本論文

をまとめられたのも，以上の方々の援助なくしては実現しなかった.記して以上の方々に

心より深く感謝の意を表したい.
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